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て検討した。次に、抑制機能の問題を扱った先駆的研究である Luria (1961 、 1966) の理論と神経心理学の研究、
Barkley のモデルについて概観した。最後に、高齢者を対象にした先行研究を紹介した。認知機能の加齢モデ、ルで、あ






実験 1 :実験 1 では、 identity-based の抑制機能のうち、一度活性化した反応の抑制について、ブロック分類課題
を用いて検討した。対象としたのは高齢者 105 名(平均年齢 77.6 歳)で、あった。実験の結果、高齢者では、直前の
反応の影響が強く残る可能性が指摘でき、従来から指摘されてきたように、固執傾向が顕著になることが再確認され
た。一方、言語による行動のコントロール機能の低下がその背景の要因にあることが推察された。
実験 2: 実験 2 では、 identity-based の抑制機能のうち、刺激から誘発される反応の抑制について、 go/no-go 課題
を用いて検討した。対象としたのは、高齢者 26 名(平均年齢 80.6 歳)であり、比較のために若年成人 26 名(平均
年齢 20.3 歳)のデータを同様に収集した。その結果、若年成人と比較して、 (1)高齢者で機能の低下を示唆するような
結果はみられなかった。しかし、 (2)高齢者では、反応の抑制が必要な条件で、別の刺激への反応の始動が遅れる傾向
がみられた。
実験 3 :実験 3 では、 location-based の抑制機能のうち、一度活性化した反応の抑制について、復帰抑制課題を用
いて検討した。対象としたのは、高齢者 12 名(平均年齢 73.0 歳)であり、比較検討のために若年成人 28 名(平均
92 -
年齢 20.3 歳)のデータを収集した。その結果、 (1)高齢者では特にこの機能が強く、長く残存することが確認された。
(2)反応コストが復帰抑制に関連するとしづ実験結果から、高齢者では、反応コストが影響して、強く、長く残存する
復帰抑制が現れたものと推察された。
実験 4 :実験 4 では、 location-based の抑制機能のうち、刺激から誘発される反応の抑制について、
stimulus-response compatibility 課題を用いて検討した。対象としたのは、高齢者 30 名(平均年齢 73.5 歳)であり、








された。一方、 identity-based の抑制機能のうち、刺激から誘発ぎれる反応の抑制や、 location-based の抑制機能の
うち、一度活性化した反応の抑制については、大きな衰退は確認できなかった。















念との関連に関する問題について述べた。特に今後関連する問題として心理的不応期 (psychological refractory 





の先行研究から論じ、抑制機能は二軸・二水準 :A 軸(認知・注意の指向性:位置か対象かの二水準)、 B 軸(反応・





2. 対象に対する受動的反応の抑制機能については、高齢者で機能低下は示されなかった。 3. 位置に対する自発的抑
制機能について、高齢者では特にこの機能が強く、長く残存することが見いだされた。 4. 位置に対する受動的反応
の抑制機能について、この機能の低下が確認された。また、高齢者では、意図的な注意を喚起してもそれが衝動的な
反応を抑える効果をもちにくいことが見いだされた。
以上を総括して高齢者の抑制機能特性について以下のように考察される。まず第 1 に、高齢者の抑制機能は一様に
衰退するわけではないこと。第 2 に、高齢者では抑制機能が一度働くと、その影響が強く残る可能性の場合があるこ
と。第 3 に高齢者では、意図的な注意を喚起することで抑制機能を強め、衝動的な反応を抑える効果が期待できない
場合がある。最後に、高齢者の抑制機能の可塑性と高齢者に対する様々な介入を通しての機能の上昇にも関する問題
について言及している。
以上、当論文は、理論的位置づけの斬新性、一連の実験の展開の的確性、精微性、全体に渡る論理の展開の明断性
から博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するものと判定した。
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